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旦.現 代 日本 語 のいわゆ る否定 疑問文 の機能 の多様性 は広 く知 られて い る。 しか し、 否定
疑 問文 と して一括 され る ものの中 には、文字裘記上 は同一 で も、相 互 に独立 した別個 の形
式 として 区別 すべ き ものが あ る。 また、別個 の形式 とまで見 る必要 はないにせ よ、一 つ の
形式 の中 に下位区分 を認 め るこ とが望 まれ る場合 もあ る。否 定疑 問文 の機能 を考 え る上 で、
こ うした事情 の正 しい認 識 を欠 かす ことはできない。
2。 結論 と して は、構文 。音調 ・意 味 に関す る諸事実か ら、 否定疑 問文 は二種三類 に分 か










発 見事態の表 出、認識 要請   や あ、 田村 じゃな いか
擺定を非断定的に裏現   どうもあの男犯人 じゃないか?
〈分析的 な裹現)     そ うか、1は 素 数 じ ゃないか
 甲種 と乙種 とは、上 に示 した如 く、 接続対象の可 能性 を異 にす る。例 えば、乙種 の場合 、
r× こち らの方 が いい じゃないか?』 「×雨で も降 るじゃないか?」 に見 る如 く、用 言に
は援続 し得 ない。結局、 甲種 と乙種 の 「で はないか 」 は別個 の形式 と見 るべ きであ ろうと
思 われ る。 因み に、方 言 には、機能 上専 ら一方 に対応 す る裹現 が見 出 され る。(例 えば、
近 畿方 言 のrや んか 』 「(や)が な』は機 能上 甲種 に、 「と違 うか」 は乙種 に相当す る。)
 ま海、 乙種 二類 は、/ソ 「ス1ウ ジ ャ 「ナ1イ カ/の 如 く、 「な い」の第 一拍 の所 で音調
類上昇 す る。 これ は、通 常 の否定文 の場合に共通す ることで あ る。 この上 昇 は、 甲種 お よ
び乙種 一類 で は起 きず、/タ1ム ラジ ャナ1イ カ/、/ハ1ン ニ ンジャナ1イ カノ/と な る。
これ は、 乙種 二類の否定疑 問文 の分析的性格 を物語 ってい る。
 二種三 類 の別 は、構文 ・音調 ・意昧 の各面 において更 に種々 の相 遠 と して実 現す ること
を指摘 す ることがで き る。
3。 更 に、動 詞や形容詞 を述語 とす る否定疑問文 も、 乙種 の内部 において二類 に分か たれ
るこ とを示 す ことが可能 であ る。
[附 記] 詳細 は近 く論文 の形 で発裹す る予定で ある。
(た のむ らただ は る、砺修 員)
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